
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「がんばろう 日本！国民協議会」埼玉読者会 9月 

KEYPOINT 

■越谷市長選挙・春日部市長選挙と 

どう関わるか 

■政治をあきらめないとはあなたにと

ってどういうことか  

SUMMARY 
 

衆議院議員選挙が終わりました。新しい内閣が始動すると同時

に、野党にも様々な動きがみえてきています。今までとこれか

ら、私たちの日常生活への向き合い方をどう変えていったらよ

いのでしょうか。 

「どうせ投票に行っても何も変わらないよ」とい

う話を今回の衆議院選挙や地元の市長選挙で何度

も聞きました。何も変わらない、何も期待しな

い、だから投票に行かないと棄権する。市民が政

治に対してあきらめを持っていると言われる現象

です。もう希望や見込みがないと思ってやめる。

でもやめても、私たちはこの社会の中でしか生き

て行けず、どこにも逃げることが出来ません。

「（逃げられないから）もう何も望まない」「だか

らあきらめるんだよ」という言葉が続くのかもし

れません。しかし本来「あきらめる」は「真理、

道理を明らかにする過程で、自分の願望が達成で

きそうにない理由が分かり、納得してそれへの思

いを断ち切る」という仏教の用語で、何かを「あ

きらめる」までに何をしたか、そこに至るまでの

プロセスが大切となる、大変ポジティブな言葉で

す。「あきらめた」と言われたら、その境地に達

するまで、いったいあなたは何をとことん突き詰

めたのですか？と聞きたくなります。また、「自

分の願望を途中でやめるという意味」だとしても 
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何を望んでいたのか、ということを自覚してこの言

葉を使っている人が多くいるとは思えません。自分

の生活がままならない不満や、コロナ禍で何故スト

レスがこんなにもかかるのかという根本の原因を

明らかにすることなくただ非難をする人も同様で

す。つまり諦めるという心情になる以前に、何もし

ていないというのが現状なのでしょう。 

 

 
 

今の政治の状態をつくりあげたのは私たち自身で

す。前回の選挙の結果から急に社会が変わったの

ではなく、以前より脈々と行われてきた様々な不

祥事や間違った政策の実施について、「本来ならば

許されないけれど、決まってしまったのであれば

仕方がない」と許容してきたこと。国民（市民）

に許されたということでそれ以上の反省や検証を

してこなかった政治家たち。長い年月のこうした

関わり方が、国民（市民）の声が届かない、人が

変わっても何も変わらないように見える政治にな

ってきたのではないでしょうか。しかし今年行わ

れている選挙はいつもと違うような空気感があり

ました。都民ファーストの会の予想外の躍進、そ

の当選者の多くが女性（しかも様々なキャリアを

持った）であったこと、衆議院選挙での東京 8 区

の野党候補者擁立までの経緯と当選、そして香川

１区での自民党の敗北。今までならば上の方針に

よって急遽候補者が変えられても「勝つために必

要なこと」と我慢をし、前の内閣の大臣を務めた 

自立した主権者 をめざして 

それは本当に「あきらめ」ですか？それとも・・ 

私たちは、これまで何を許してきたのか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補者がまた今回も勝つのだろうと思ってい

ただけかもしれません。しかし東京では突然の

野党候補者変更の発表の翌日に、市民の抗議集

会が開かれ地元の野党統一候補が決定されまし

た。小川淳也氏の青空集会には全国から一票を

投ずる事は出来ないけど応援に来た多くの市民

がいました。これらすべてには候補者と共に政

治参加を目指し、「何かが変わる」ことを望んで

真理、道理を明らかにしようとする、「諦めるま

でに至らない」市民の姿でした。 

 

選挙の結果は当然勝ち負けがあり、各党の議

席数や党首の入れ替わり後も社会は動いていき

ます。私たちが候補者たちに望んだ期待はま

た、夢に終わるのかもしれません。しかし、同

じことを繰り返さないために私たちが出来るこ

とがあります。それは、今度こそ「許容」をし

ないことです。許すという言葉はどうしても立

場が上の者が下の者に使う言葉のように感じら

れますが、為政者が偉いわけでもなく、有権者

が偉いわけでもない、ただ違う立場から自分た

ちが生きていく社会に対して向き合うと考える

と、求められるのは「許容」ではなく「寛容」

となります。認められないことがあっても、そ

の存在は認めること。フランスの哲学者、ボル

テールが言った、「君のいうことには反対だが，

君がそれをいう権利は死んでも守り抜く」。 

 

【連絡先】「がんばろう、日本！国民協議会」埼玉読者会 
 

住所：埼玉県越谷市大里 226-1 白川ひでつぐ事務所 

担当：吉田理子 

ganbarou.r.a.saitama@gmail.com 

がんばろう、日本！HP 埼玉読者会 note 

がんばろう、日本！国民協議会は、「国民主権の発展」「人づくり」「がんばる日本と日本人を回復する国

民運動」「自由・民主」東アジアの社会的リーダー層のネットワーク構築および日米同盟の再定義」を目

的として活動している団体です。機関紙「日本再生」および各種資料の発行や、例会、定例講演会など

の開催、また国民的課題、地域的課題への取り組みなどを行っています。 

一緒に 
考えてほしいこと 

あなたは「あきらめる」ほど何かに取り組んだことがありますか？ 

次の選挙までの期間、あなたは何を基準に社会を見つめますか？ 

立場の異なる者同士が「ゆるしあう」ことを目

指すことから多様性を持つ社会は始まります。寛

容とはつまり、立場や意見、価値観が異なる者同

士の”共存の論理”です。寛容は優しさではあり

ません。親切でもありません。意見が違えば当

然、対立は生じます。むしろその対立を否定せ

ず、対立を前提としてどうやってその人と関わる

のかを考え、話し合い、相手の立場を想像するこ

とで納得はいかなくても受け入れること。話し合

いと想像力が、寛容にはあって許容にはないもの

です。 

「あきらめ」の境地に達するまでに、私たちには

まだできることが沢山あります。選挙が終わった

ら次まで何も考えないのではなく、これから迎え

る社会の変化に寛容であるような日々を過ごして

いきましょう。 
 

〈機関紙「日本再生」No.５０9の内容〉 
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誰がどこで決定したか、ちゃんと説明して検証し責

任をとる当たり前の政治へ コロナ禍での能動的変

化を主権者の意思として示そう 

●2-4 面/コラム/一灯照隅 ●4-6 面/総会報告

●7-9 インタビュー/信頼に値する政治へ 小川淳

也衆議院議員に聞く●9-11 面/デジタル全体主義

と巫女 AI 百木漠・関西大学准教授に聞く/11-

114面/習近平体制 川島真・東京大学教授に聞く 
  

※ 機関紙「日本再生」のご購読をご希望の方は下記

の連絡先までご連絡ください。 

 

立場が異なる者同士の”共存の論理”を 


